
確定申告のお知らせ… ………………………P2~3
各種お知らせ… ………………………………P4~7

（健康フェスタ、放課後児童クラブ、不審電話注意ほか）
消防出初式／受賞報告… ……………………P8~9
まちのわだい… ………………………… P10~11
各種たより（教育昭和、社協だよりほか）… P12~19
暮らしの情報／俳句ほか… …………… P20~23

目　　次  　
  町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：乙女椿

　平成 27 年 2 月 1 日発行 

2 0 1 5

No.448
人 口	 19,095 人 [693] (+42 [+33])
男 	 9,700 人 [319] (+25 [+23])
女 	 9,395 人 [374] (+17 [+10])

世帯数	 8,056 戸 [372] (+28 [+30])

※内、[　] は外国人数
※平成24年7月9日か
ら人口・世帯数は外
国人住民を含んだ数

まちの動き 1 月 1日現在（前月比）

青空と緑と産業の町

２月号

魔
を
祓は

ら

う

　
真
っ
赤
な
睨に

ら

み



　

役
場
で
社
会
保
険
料
や
地
震
保
険
料
な
ど

の
所
得
控
除
を
受
け
る
申
告
を
す
る
と
、翌
年

度
に
課
税
さ
れ
る
町
県
民
税
が
少
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、公
的
年
金
等
の
収
入
額
が
4
0
0

万
円
未
満
で
あ
り
、か
つ
、そ
の
他
の
所
得
金

額
が
20
万
円
未
満
の
方
は
、確
定
申
告
の
必
要

が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、町
・
県
民
税
の
申
告

を
し
な
い
と
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
た
方

で
、所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額
が

あ
る
場
合
は
、翌
年
度
の
町
県
民
税
で
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
れ
に
該
当
す
る
場
合
、町
が
所
得
税
確
定

申
告
の
添
付
書
類
の
写
し
や
給
与
支
払
報
告

書
等
か
ら
控
除
額
の
計
算
を
行
い
ま
す
の
で
、

町
・
県
民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方

は
、申
告
書
の「
特
例
適
用
条
文
」の
欄
に
必
ず

居
住
年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
の
申
告
は
、納
税
者
の
皆
さ
ん
が
自
ら
収

入
等
の
申
告
を
行
う
こ
と
で
一
年
間
の
所
得

と
納
め
る
べ
き
税
額
を
確
定
し
、不
足
し
て
い

た
税
金
を
納
め
た
り
、逆
に
給
与
天
引
き
な
ど

で
納
め
す
ぎ
て
い
た
税
金
の
返
金（
還
付
）を

受
け
る
制
度
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、「
所
得

税
の
確
定
申
告
」を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
っ
た
方
は
、

所
得
税
と
と
も
に
町
・
県
民
税
の
申
告
も
同

時
に
行
わ
れ
る
た
め
、別
途
、町
・
県
民
税
の

申
告
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①	

営
業
や
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
が
あ
る
方

②	

地
代
や
家
賃
収
入
と
い
っ
た
不
動
産
所
得

な
ど
が
あ
る
方

③	

給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

・	

平
成
26
年
中
の
給
与
の
収
入
金
額
が

2
0
0
0
万
円
を
超
え
る
方

・	

１
カ
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方
で
、給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万

円
を
超
え
る
方

　
「
町
・
県
民
税
の
申
告
」
は
、
平
成
27
年
1

月
1
日
現
在
で
町
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
、

平
成
26
年
中
に
所
得
が
無
く
て
も
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
方
、
ま
た
は
年
末
調
整
が
済

ん
で
い
る
給
与
所
得
者
ま
た
は
年
金
収
入
の

み
の
方
で
、
支
払
者
か
ら
税
務
課
に
給
与
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
町
・
県

民
税
の
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方

イ　

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者

ウ　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

エ　

所
得
証
明
、
課
税
（
非
課
税
）
証
明
等

を
必
要
と
す
る
方

オ　

誰
の
扶
養
に
も
な
っ
て
い
な
い
方

カ　

町
外
居
住
者
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い

る
方

◦	

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
や
医
療
制

度
に
よ
る
保
険
料
の
軽
減

◦	
自
己
負
担
額
の
軽
減
・
高
額
医
療
費
の
限

度
額
・
入
院
時
食
事
負
担
額
の
判
定

◦	

介
護
保
険
各
種
減
額
証
の
交
付

◦	

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
負
担
上
限
額
の

判
定

町
・
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

所
得
税
の
確
定
申
告
の
ご
案
内

町
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

甲
府
税
務
署
の
申
告
書
作
成
会
場

町
・
県
民
税
の住

宅
ロ
ー
ン
控
除

年
金
収
入
の
あ
る
方
へ

申
告
を
し
な
い
と

次
の
こ
と
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

　町では、2月16日（月）から3月16日（月）まで、税の申告相談を行います。
　申告の混雑を避けるため、次のとおり地区別に相談日を設けています。大変な混雑が予想されま
すので、比較的すいている週の半ばや午後をご利用ください。

・	

２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
方
で
、年
末
調
整
を
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
等
の
収
入
金
額
と
給
与
所

得
以
外
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

④
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

⑤	

保
険
の
満
期
返
戻
金
な
ど
の
一
時
所
得
の

あ
る
方

⑥	

平
成
26
年
中
の
各
種
所
得
金
額
の
合
計
額

か
ら
、基
礎
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
を
差

し
引
き
、そ
の
金
額
に
基
づ
い
て
計
算
し

た
税
額
が
配
当
控
除
額
を
超
え
る
方

⑦	

土
地
や
建
物
等
の
不
動
産
や
ゴ
ル
フ
会
員

権
・
株
式
と
い
っ
た
資
産
を
譲
渡
し
た
方

（
株
式
の
譲
渡
で
、証
券
会
社
の
特
定
口
座

で
源
泉
徴
収
を
選
択
し
て
い
る
場
合
を
除

く
）

※	

譲
渡
所
得
の
申
告
は
、収
用
事
業
に
関

す
る
も
の
を
除
き
、税
務
署
で
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※	

申
告
不
要
の
上
場
株
式
の
配
当
ま
た

は
譲
渡
所
得
が
あ
っ
た
方
は
、確
定
申

告
を
す
る
と
所
得
税
・
町
県
民
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、こ
の
所
得
が
町
県
民
税
の
所
得
金

額
に
算
入
さ
れ
る
た
め
、国
民
健
康
保

※	日曜は2月22日（日）の午前中に限り相
談を受け付けます。

	 地区の限定はありません。

　

町
で
は
、
前
年
の
収
入
状
況
を
も
と
に
、
町
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ

れ
る
方
に
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
で
も

申
告
は
で
き
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
収
入
を
確
認
し
、
早
め
に
申
告
を
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

税
の
申
告
の
お
知
ら
せ

申
告
期
間
が
間
近
と
な
り
ま
し
た
が

　
　
　
　
　
　
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

受付時間　午前9時～ 11時30分
　　　　　午後1時～ 4時
相談場所　役場庁舎裏　別棟2階会議室

地区別申告相談日

相 談 日 対象地区
2月16日	(月)		～ 20日(金) 西条一区・西条二区・清水新居
2月23日	(月) ～ 27日(金) 西条新田・押越・河東中島
3月  2日	(月)	～   6日(金) 紙漉阿原・築地新居・飯喰・河西
3月  9日	(月)	～ 13日(金) 上河東・上河東二区
3月16日	(月) 全地区

　

甲
府
税
務
署
で
は
、所
得
税
・
個
人
消
費
税
・

贈
与
税
の
申
告
書
作
成
会
場
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。

日
時　
2
月
12
日（
木
）
～
4
月
1
日（
水
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※	

土
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く

	

た
だ
し
２
月
22
日（
日
）と
３
月
１
日

（
日
）は
開
設

※	

混
雑
時
は
早
め
に
受
付
を
締
め
切
る

場
合
が
あ
り
ま
す

場
所　
甲
府
税
務
署

　
　
　
（
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
１
番
18
号

　
　
　

  

甲
府
合
同
庁
舎
5
階
）

問
い
合
わ
せ　
役
場
税
務
課（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
５
）　
甲
府
税
務
署（
☎
２
５
４
‐
６
１
０
５
）

険
税
や
介
護
保
険
料
、後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
は
、子
育
て
を
手
助
け
し
合
う
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

今
年
度
も
次
の
日
程
で
子
育
て
を
学
ぶ
講
座
を
開
き
ま
す
。地
域
の
子
育
て
に
興
味
を
お

持
ち
の
方
、子
育
て
中
の
方
、サ
ポ
ー
ト
活
動
が
今
は
無
理
で
も
、子
育
て
を
学
ぶ
意
欲
の
あ

る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
内
容
・
日
程

会　
場	

総
合
会
館　

2
階　

相
談
室
・
講
習
室
等

持
ち
物	

筆
記
用
具
、弁
当（
昼
食
を
自
宅
等
に
戻
っ
て
と
ら
れ
る
方
は
不
要
）

定　
員	

15
名（
先
着
順
）

締
め
切
り	

２
月
20
日（
金
）

※
再
受
講
を
ご
希
望
の
方
、受
講
時
の
託
児
を
ご
希
望
の
方
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ（
☎
２
７
５
‐
８
１
１
５
）

　

愛
育
会
、食
生
活
改
善
推
進
員
会
、い
き
い
き
健
康
課
が
中
心
に
な
り
、恒
例
の「
健
康

フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
す
。体
も
心
も
健
康
に
な
れ
る
楽
し
い
催
し
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
揃
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
・
時
間
等
は
、今
月
の
広
報
に
折
込
み
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
時	

２
月
14
日（
土
）　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
所	

総
合
会
館

催
し
物
・
出
展
内
容	

問
い
合
わ
せ　
い
き
い
き
健
康
課（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
５
）

“
元
気
”を
手
に
入
れ
よ
う
！

  
健
康
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

も
の
忘
れ
相
談
医
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ

子
育
て
ふ
ぁ
ー
む
～
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
～

「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

  

申
し
込
み
説
明
会

　

中
巨
摩
医
師
会
で
は
、「
も
の
忘
れ
相
談
医
」の
一
覧
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
「
も
の
忘
れ
相
談
医
」と
は
、認に
ん
ち
し
ょ
う

知
症
に
対
す
る
地
域
の
相
談
窓
口
と
な
る
医
師
で
す
。

認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
し
、さ
ら
に
必
要
が
あ
れ
ば
専
門
機
関
へ
の
紹
介
を
行

い
ま
す
。ご
自
身
や
ご
家
族
の
も
の
忘
れ
の
症
状
等
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、次
の
ど

ち
ら
か
の
方
法
で
受
診
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①	

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

　
　
→ 

セ
ン
タ
ー
で
簡
単
な
問
診
を
行
っ
た
の
ち
医
療
機
関
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す

②	

直
接「
も
の
忘
れ
相
談
医
」を
受
診
す
る

　
　

→ 

必
ず
事
前
に
医
療
機
関
へ
電
話
連
絡
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

町
内
の
「
も
の
忘
れ
相
談
医
」
一
覧　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

大
塚
内
科
小
児
科
医
院

大
塚　

捷
子

紙
漉
阿
原
２
１
６
‐
４

　
（
☎
２
７
５
‐
４
１
６
４
）

森
川
医
院

松
井　

孝
道

河
東
中
島
１
９
０
３

　
（
☎
２
７
５
‐
２
０
７
０
）

武
川
病
院

武
川　
　

修

武
川　
　

悟

飯
喰
１
２
７
７

　
（
☎
２
７
５
‐
７
３
１
１
）

あ
い
の
た
内
科
消
化
器
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

相
野
田
隆
雄

西
条
１
４
８
１
‐
２

　
（
☎
２
４
０
‐
７
１
２
０
）

ま
つ
し
た
腎
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
下　

和
通

押
越
７
８
９

　
（
☎
２
７
５
‐
６
５
５
０
）

※	

町
外
（
中
央
市
、
甲
斐
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
）
の
医
療
機
関
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
い
き
い
き
健
康
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
☎
2
7
5
‐
4
8
1
5
ま
た
は
8
7
8
5
）

　

日　
　

時

　

講
義
科
目

　

講　
　

師

2
月
27
日（
金
）

午
前
10
時
15
分
〜
午
後
4
時

子
ど
も
の
あ
そ
び

リ
ト
ミ
ッ
ク
講
師　

鶴
田
香
予
子 

氏

子
ど
も
の
心
の
発
達
過
程

と
関
わ
り

山
梨
県
立
大
学　

教
授

　

坂
本
玲
子 

氏

３
月
５
日（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

子
ど
も
の
病
気
と
予
防
病

気
の
子
ど
も
の
ケ
ア　
ほ
か

げ
ん
き
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

　

宮
本
直
彦 

氏  

ほ
か

３
月
10
日（
火
）

午
後
1
時
30
分
～
３
時
30
分

子
ど
も
の
事
故
と
安
全
応

急
処
置
法

山
梨
県
立
大
学　

講
師

　

茂
手
木
明
美 

氏

３
月
17
日（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
4
時

保
育
の
心　
ほ
か

県
立
大
学
地
域
研
究
交
流
セ
ン
タ
ー

　

特
任
教
授　

池
田
政
子 

氏　
ほ
か

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　
　
　
　

押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　
　

品
物
は
来
て
か
ら
の
お
楽
し
み
！

協
力
団
体
販
売
コ
ー
ナ
ー

い
～
な
と
う
ぶ
昭
和
、み
ら
い
フ
ァ
ー
ム
、米
心
亭
に
よ
る

野
菜
、果
物
、手
作
り
お
や
つ
等
の
販
売

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

②
親
子
で
楽
し
む
あ
そ
び
の
お
け
い
こ

※
①
②
と
も
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。地
区
愛
育
班
員

又
は
い
き
い
き
健
康
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

健
康
づ
く
り
・

　

介
護
予
防
コ
ー
ナ
ー

足
裏
・
足
指
体
操
、ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
体
操
、認
知
症
予
防
プ
チ
教
室

食
か
ら
健
康
づ
く
り

簡
単
！
パ
イ
ン
ケ
ー
キ
の
試
食
、食
育
ク
イ
ズ
、

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
入
り
洋
風
す
い
と
ん
サ
ー
ビ
ス

特
別
参
加

甲
府
昭
和
高
校
茶
道
部
に
よ
る
抹
茶
サ
ー
ビ
ス いろんなコーナーに

参加するとお楽しみ
景品がもらえます！トライス君も

遊びに来るよ〜！

　

町
内
3
つ
の
児
童
館
及
び
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」の
申
し
込
み

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」は
、保
護
者
が
日
中
に
就
労
や
疾
病
の
た
め
留
守
を
し
て
い
る
家

庭
の
児
童
を
対
象
に
、放
課
後
や
夏
休
み
中
の
児
童
の
預
か
り
を
行
う
ク
ラ
ブ
で
す
。平
成

27
年
度
中
に
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方（
現
在
入
会
中
の
方
、年
度
途
中
か
ら
の
入
会
希
望
の

方
も
含
む
）は
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

説　
明　
会	　
　
［
日
時
］ 

２
月
３
日（
火
）午
後
７
時
30
分
～
９
時（
受
付
：
午
後
７
時
～
）

	

　
　
［
場
所
］ 

総
合
会
館　

２
階　

軽
運
動
室

入
会
対
象
児　
　
小
学
校
１
～
３
年
生
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
家
庭
の
児
童

	

　
　
　

①
両
親
就
労（
共
働
き
）家
庭　
　

②
母
子
・
父
子
家
庭

	

　
　
　

③
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

定　
　
　
員	　
　

押
原
児
童
館 

50
人　
　

西
条
児
童
館　

 

69
人

	

　
　

常
永
児
童
館 

69
人　
　

児
童
セ
ン
タ
ー 

30
人

預
か
り
時
間	　
　
［
平
日
］ 

小
学
校
授
業
終
了
後
～
午
後
６
時
30
分

	

　
　
［
土
曜
日
］ 

午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
夏
休
み
等
の
小
学
校
休
校
時
は
、平
日
は
午
前
８
時
～

午
後
６
時
30
分
開
館
、夏
休
み
中
の
土
曜
日
は
休
館
。

問
い
合
わ
せ　

	

　
福
祉
課　
児
童
館
統
括
係（
☎
2
7
5
‐
8
7
8
4
）

　
押
原
児
童
館　
　
（
☎
2
7
5
‐
6
4
6
2
）

　
西
条
児
童
館　
　
（
☎
2
7
5
‐
9
6
1
6
）

　
常
永
児
童
館　
　
（
☎
2
7
5
‐
0
3
5
8
）

　
児
童
セ
ン
タ
ー　
（
☎
2
3
3
‐
1
1
5
2
）
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町
立
図
書
館
で
は
、３
月
４
日（
水
）か
ら
、図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
の
貸
出
予
約
や

利
用
状
況
の
確
認
が
で
き
る
Wウ

ェ

ブ
e
b
サ
ー
ビ
ス（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
等
）を
開
始
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。利
用
希
望
の
方
は
、３
月
３
日（
火
）以

降
に
、図
書
館
窓
口
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。な
お
、従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
窓
口
や
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
貸
出
予
約
も
引
き
続
き
利
用
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
立
図
書
館（
☎
２
７
５
‐
７
８
６
０
）

　
　
　
　
　
　
町
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.lib.show

acho.ed.jp/

①
蔵
書
の
貸
出
予
約

※
コ
ミ
ッ
ク
、Ａ
Ｖ
資
料
、禁
帯
出
資
料
、及

び
雑
誌
最
新
号
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
。

②
予
約
状
況
・
貸
出
状
況
の
確
認

※
表
示
さ
れ
る
内
容
は
、参
考
状
況
で
す
。最

新
の
状
況
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
貸
出
期
間
の
延
長
手
続
き

　
「
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
」を

お
持
ち
の
う
え
、図
書
館
窓
口

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

３
月
３
日（
火
）か
ら

　

パ
ソ
コ
ン
、携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

◦
貸
出
予
約
は
、窓
口
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
予

約
を
優
先
し
ま
す
。

◦
W
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
予
約
は
、入
力
さ

れ
た
翌
開
館
日
の
朝
に
予
約
確
定
し
ま
す
。

◦
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
資
料
の
状
態
が
貸
出

可
能
と
な
っ
て
い
て
も
、貸
出
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
末
ご
ろ
か
ら
、町
内
の
ご
家
庭
に
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

昭
和
町
結
婚
相
談
所
の
相
談
員
を
騙
り
、結
婚
適
齢
期
の
家
族
が
い
る
か
ど
う
か
確
認

し
、勧
誘
す
る
内
容
で
す
。昭
和
町
結
婚
相
談
所
で
は
、電
話
で
の
勧
誘
や
結
婚
適
齢
家
族
の

確
認
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
は
相
手
に
せ
ず
、個
人
情
報
を
知
ら
せ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●  

必
要
な
い
旨
の
み
伝
え
て
切
る

※「
う
ち
に
は
年
寄
り
し
か
い
な
い
」「
娘
は
と
っ
く
に
結
婚
し
て
い
る
」な
ど
と
返
答
す
る
と
、

高
齢
者
世
帯
や
単
身
世
帯
で
あ
る
と
相
手
に
知
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、別
の
詐
欺
電

話
の
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

相
手
の
問
い
か
け
に
は
応
答
せ
ず
、最
低
限
の
会
話
で
、電
話
を
切
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

●  

普
段
か
ら
在
宅
時
も
留
守
番
電
話
に
す
る

　
　

	

問
い
合
わ
せ　

	

企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

　

昨
年
の
大
雪
で
は
、消
火
栓
や
防
火
水
槽
が
雪
に
埋
も
れ
、

消
火
栓
等
の
場
所
の
確
認
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、降
雪
・

積
雪
時
に
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
付
近
を
除
雪
し
、そ
の
周
り

を
目
立
つ
よ
う
に
食
紅
で
黄
色
い
マ
ー
キ
ン
グ（
印
付
け
）を

行
い
ま
す
。

　

黄
色
い
マ
ー
キ
ン
グ
は
、消
火
栓
等
を
示
す
印
で
す
。周
辺
を
除
雪
す
る
際
は
、マ
ー
キ
ン

グ
の
上
に
雪
を
積
ま
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、自
宅
付
近
の
除
雪
の
際

は
、消
火
栓
等
の
周
り
も
除
雪
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

	

甲
府
地
区
消
防
本
部（
☎
２
２
２
‐
１
１
９
０
）

　

ヒ
バ
リ
は
、町
を
象
徴
す
る「
町
の
鳥
」で
す
。し
か
し
近
年
、開
発
や

農
業
の
衰
退
な
ど
で
全
国
的
に
数
を
減
ら
し
、昭
和
町
で
は
、近
年
め
っ

き
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

日
本
野
鳥
の
会
で
は
、ヒ
バ
リ
の
生
態
や
減
少
の
原
因
な
ど
を
紹
介

し
た
小
冊
子「
ひ
ば
り
は
ど
こ
に
」を
製
作
し
、無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

ヒ
バ
リ
を
は
じ
め
、日
本
人
と
っ
て
身
近
な
存
在
だ
っ
た
は
ず
の
野
鳥
た
ち
は
、知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
身
の
周
り
か
ら
姿
を
消
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
昭
和
町
で
は
、４
月
頃
、紙
漉
阿
原
か
ら
上
河
東
に
広
が
る
農
耕
地
で
さ
え
ず
っ

た
と
い
う
ヒ
バ
リ
。こ
の
春
は
、小
冊
子
を
手
に
町
の
ヒ
バ
リ
を
さ
が
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ヒ
バ
リ
を
き
っ
か
け
に
、身
の
周
り
の
環
境
に
関
心
を
持
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
ヒ
バ
リ
小
冊
子
希
望
の
旨
」「
氏
名（
ふ
り
が
な
付
）」「
性
別
」「
郵
便
番
号
」「
住
所
」「
電
話

番
号
」「
ヒ
バ
リ
小
冊
子
を
ど
こ
で
知
っ
た
か
」を
記
載
の
う
え
、左
記
ま
で
。

　
〒
１
４
１
‐
０
０
３
１

　
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
三
丁
目
９
番
23
号　
丸
和
ビ
ル

　
日
本
野
鳥
の
会『
ヒ
バ
リ
小
冊
子
』プ
レ
ゼ
ン
ト
係　
宛

　
※
日
本
野
鳥
の
会
へ
の
電
話（
左
記
）、F
A
X（
０
３
‐
５
４
３
６
‐
２
６
３
６
）、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.w
bsj.org 「

ひ
ば
り
は
ど
こ
に
」で
検
索
）か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

	

公
益
財
団
法
人　
日
本
野
鳥
の
会（
☎
０
３
‐
５
４
３
６
‐
２
６
３
０
）

	

企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

ヒ
バ
リ
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

冊
子
申
し
込
み
方
法

結
婚
相
談
員
を
騙か

た

る
電
話
に

気
を
付
け
て
！

不
審
電
話
対
策
例

「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
、切
り
ま
す
」と
言
っ
て
電
話
を
切
る
。

詐
欺
電
話
は
、突
然
の
電
話
で
判
断
力
を
失
っ
た
と
こ
ろ
に
つ
け
こ
み
ま
す
。

留
守
番
電
話
に
す
る
こ
と
で
、冷
静
に
用
件
を
聞
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、犯
人
は
声
の
録
音
を
嫌
が
る
た
め
、不
審
な
電
話
の
撃
退
に
有
効
で
す
。

積
雪
時
、消
火
栓
等
に

黄
色
く
マ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す

町の消火栓例

消火栓はどこだ？
ここだよ

消火栓の周りの雪へ
黄色のマーキング！

消火栓

町
立
図
書
館
蔵
書
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を
開
始

W
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
で
で
き
る
こ
と

利
用
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末

注
意
事
項

利
用
申
し
込
み
方
法

利
用
登
録
の
受
付
開
始
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▶町長と語らいのとき
　日時：2月4日（水）	

午後1時30分～4時
　場所：役場庁舎1階 町長室
　＊前日までにご連絡ください

（総務課 ☎275-8153）
▶消費生活無料相談（※）
　日時：2月13日（金）	

午前10時～正午
　場所：役場別棟2階 小会議室
（企画財政課 ☎275-8154）

▶行政相談（※）
　日時：2月18日（水）	

午後1時～3時
　場所：中央公民館2階 会議室
（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）
　日時：祝日を除く火・水・木

の午前9時～午後4時 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶心配ごと相談
　日時：2月4日（水）
　　　午後1時30分～3時30分
　場所：社会福祉協議会で案内
　＊あらかじめご連絡ください
　（町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（※）
　日時：2月14日（土）	

午後1時30分～4時
　場所：総合会館2階 相談所
（町結婚相談所 ☎275-1881）
▶障害者相談員出張相談（※）
　日時：2月10（火）・27日（金）	

午前9時～正午、
	 午後1時～4時
　場所：総合会館1階
　� （福祉課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です	
　直接会場にお越しください

▶ボカシつくり会
　日時：2月20日（金）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏
（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお
気付きのことをお寄せください
◦ホームページ
　http://www.town.showa.
　yamanashi.jp/chosei/koe.php
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2
　　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

　11月17日（月）、「中学生の税についての作文」の表彰を行いました。
　従来、中学生の税についての作文は、甲府税務署が主催し表彰を行ってきましたが、
租税教育推進のため、今年度から昭和町としても表彰を行うこととなりました。
　受賞者と作文題名は、次のとおりです。

町長賞　　　望月 里
り お

桜さん　　「世の中を支える税」　（写真中央）
教育長賞　　橋本 滉

こうたろう

太郎さん　「税金に感謝」　　　　（写真中央右）
　　　　　　山中 夏

なつ き

希さん　　「税金の役目」　　　　（写真中央左）
入　　賞　　神宮寺 翔

しょうた

太さん　長坂 優
ゆう き

希さん　　田中 宏
こう き

樹さん
 （順不同）　　大

おおかつ

勝 麻
ま み

未さん　　野呂瀬 泰
やすひこ

彦さん

「中学生の税についての作文」を表彰

　11月19日（水）、昭和町立押原中学校ＰＴＡが、ＰＴＡ活動に優秀な実績をあげて
いる優良ＰＴＡ団体として、文部科学大臣表彰を受賞しました。
　押原中学校ＰＴＡでは、有価物回収をはじめとする学校行事への協力のほか、学
校・家庭・地域における教育を話し合う場として開催している「地区懇談会」、見
守り活動の「地区街頭指導」「愛のパトロール」等、幅広い活動を実践しています。
　また、ＰＴＡ親睦球技大会やＰＴＡ合唱団等の催し、行事前に行っている保護者
アンケートなど、熱意をもって保護者、地域に開かれた学校づくりに貢献している
ことなどが評価され、今回の受賞となりました。

押中ＰＴＡ　文部科学大臣表彰受賞
中
北
地
域
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
表
彰

第
３
部　

団
員　
　

岩
池　
　

誠

南
甲
府
警
察
署
長
並
び
に

山
梨
県
防
犯
協
会
南
甲
府
支
部
長
表
彰

第
９
部　

部
長　
　

名
執　
　

斉

第
１
部　

部
長　
　

深
沢　

孝
博

第
５
部　

部
長　
　

山
田　

博
之

第
８
部　

部
長　
　

内
藤　

寛
文

第
11
部　

部
長　
　

望
月　

寿
洋

昭
和
町
長
特
別
表
彰

第
10
部　

乙
要
員　

野
澤　

幸
介

第
３
部　

乙
要
員　

笹
本　

龍
介

第
１
部　

乙
要
員　

小
林　

克
至

第
５
部　

団
員　
　

清
水　

朋
也

第
４
部　

団
員　
　

塩
田　

将
大

昭
和
町
長
表
彰

第
８
部　

部
長　
　

内
藤　

寛
文

第
２
部　

部
長　
　

渡
辺　

隆
行

第
３
部　

部
長　
　

依
田　

瑞
木

第
５
部　

部
長　
　

山
田　

博
之

第
６
部　

部
長　
　

村
松　

孝
紀

第
７
部　

部
長　
　

野
澤　

宏
仁

第
９
部　

部
長　
　

名
執　
　

斉

第
10
部　

部
長　
　

伊
藤　

克
人

第
11
部　

部
長　
　

望
月　

寿
洋

15
年
勤
続
表
彰

本
部　

指
導
部
長　

塩
澤　

政
博

本
部　

運
転
手
長　

笹
本　

孝
明

10
年
勤
続
表
彰

第
５
部　

部
長　
　

山
田　

博
之

第
８
部　

部
長　
　

内
藤　

寛
文

第
８
部　

班
長　
　

田
中　
　

力

第
８
部　

甲
要
員　

石
川　

昌
宏

第
２
部　

団
員　
　

篠
原　

広
樹

第
３
部　

団
員　
　

青
木　
　

滋

第
３
部　

団
員　
　

小
山
田
貴
之

第
５
部　

団
員　
　

海
野　

敏
幸

第
６
部　

団
員　
　

保
坂　

哲
広

第
７
部　

団
員　
　

窪
田　

将
門

山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
甲
種
功
労
章
）

第
６
部　

団
員　
　

楡
井　

和
也

（
乙
種
功
労
章
）

第
６
部　

部
長　
　

村
松　

孝
紀

第
2
部　

団
員　
　

篠
原　

広
樹

第
３
部　

団
員　
　

青
木　
　

滋

第
５
部　

団
員　
　

海
野　

敏
幸

各
種
表
彰
者
（
敬
称
略
・
階
級
順
）

山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長
表
彰

第
６
部　

部
長　
　

村
松　

孝
紀

第
４
部　

乙
要
員　

荊
澤　

一
幸

第
３
部　

団
員　
　

塩
川　

徹
也

昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

第
８
部　

班
長　
　

田
中　
　

力

第
１
部　

班
長　
　

松
本　

一
広

第
２
部　

班
長　
　

望
月　

大
志

第
３
部　

班
長　
　

降
旗　

宏
至

第
４
部　

班
長　
　

深
澤　

英
仁

第
５
部　

班
長　
　

深
澤　

知
路

第
６
部　

班
長　
　

飯
田　

貴
司

第
７
部　

班
長　
　

小
菅　

幸
彦

第
９
部　

班
長　
　

堀
口　

俊
樹

第
10
部　

班
長　
　

谷
口　

善
則

第
11
部　

班
長　
　

細
田　

夏
樹

５
年
勤
続
表
彰

第
４
部　

運
転
手　

坂
田　

裕
基

第
１
部　

甲
要
員　

小
林　

一
也

第
２
部　

乙
要
員　

滝
口　
　

功

第
３
部　

乙
要
員　

笹
本　

龍
介

第
６
部　

乙
要
員　

青
柳　

健
一

第
９
部　

乙
要
員　

高
野　

光
朗

第
10
部　

乙
要
員　

野
澤　

幸
介

第
11
部　

乙
要
員　

保
坂　

進
午

第
12
部　

乙
要
員　

望
月　

慶
介

第
２
部　

団
員　
　

手
塚　

玄
基

第
２
部　

団
員　
　

秋
山　

博
利

第
５
部　

団
員　
　

清
水　

朋
也

第
５
部　

団
員　
　

海
野　
　

広

第
６
部　

団
員　
　

田
島　
　

順

第
８
部　

団
員　
　

深
澤　

人
司

　

１
月
４
日
（
日
）、
新
春
恒
例
の
「
昭
和
町
消
防
出
初
式
」
が

押
原
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
参
観
者
を
前
に
、
消
防
団
員
に
よ
る
分
列
行
進
、
各

種
功
労
賞
の
表
彰
、
ポ
ン
プ
車
や
小
型
ポ
ン
プ
に
よ
る
色
水
放

水
、
大
正
５
年
製
の
手
押
し
ポ
ン
プ
に
よ
る
操
法
な
ど
が
行
わ

れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
が
力
強
く
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
押
原
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
、
式

典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

押原中学校長 鷹野 弘
ひろし

 氏（左）、ＰＴＡ会長 井口敦
あ つ と

人 氏（中央）
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町内の「地域情報」を紹介するコーナーです。
　あなたの身近な話題、お待ちしています♪
（企画財政課 広報担当 ☎ 275-8154、kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp）

まちのわだい

児童館クリスマス会

　12月6日（土）、総合会館で町内４つの児童館等合同の「児
童館クリスマス会」が開催されました。小学生のハンドベル
やダンス発表、山梨学院短期大学生による着ぐるみパフォ
ーマンスショーなどが行われ、一足早いクリスマスを楽し
みました。

▲ 山梨学院短期大学の着ぐるみパフォーマンス

ファミサポ秋祭り
　11月29日（土）、総合会館でファミリーサポートしょうわ
の「第９回交流会 ファミサポ秋まつり」が開催されました。
ゲームや工作、「劇団ぶーらん＋

ぷらす
」のショーなどが行われ、多

くの親子が楽しんでいました。
　また、ファミリーサポートしょうわの総会も行われ、子供
を預かる側と預ける側のそれぞれの子育てに対するあたた
かな思いも発表されました。

新成人代表として
誓いの言葉を述べた
内藤 幹

もとき
さん

代表して記念品を受け取った
大村 優

ゆう な
奈さん と 雨宮 達

たつろう
郎さん

成
人
お
め
で
と
う

　

１
月
11
日
（
日
）、「
平
成
27
年 

第
68
回 

昭
和
町
成
人
式
」
が
総

合
会
館
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
、
２
５
１
名
の
皆
さ
ん
が
成
人
を
迎
え

ま
し
た
。

　

式
典
に
は
１
８
０
名
が
参
加
し
、
あ
で
や
か
な
振ふ
り
そ
で袖

や
真
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を

包
ん
だ
新
成
人

が
、
気
持
ち
を

新
た
に
大
人
の

仲
間
入
り
を
し

ま
し
た
。

小正月
　1月10日（土）～ 14日（水）、町内各地
区で獅子舞、繭

まゆだま
玉づくり（米粉団子）、ど

んどん焼など、小正月の行事が行われま
した。

ソフトバレーボール大会
　11月19日（ 水 ）、「 第22回
昭和町地区別ソフトバレーボ
ール大会」が開催されました。
　結果は次のとおりです。

＜フリーの部＞
優勝　河東中島、準優勝　清水新居、第３位　西条二区

＜トリムの部＞
優　勝　　西条新田
準優勝　　清水新居
第３位　　河東中島

竹馬…乗れたかな？
　1月11日（日）、西条新田区公会堂で、竹馬・餅つき大会が
開催されました。
　「子供たちに何か想い出に残ることを…」と区役員の皆さ
んが企画したこの大会。今では珍しくなった青竹をわざわ

ざ用意し、親子で竹馬づ
くりを体験しました。ま
た、区の食生活改善推進
員や子供クラブの皆さん
とともに、臼

うす
と杵

きね
での餅

つきも体験。
　親子で慣れない竹馬に
挑戦したり、餅つきをし
たりと、多くの親子がお
正月行事を楽しみまし
た。

　▲ 築地新居（どんどん焼きのやぐら）
▲ 河西（どんど焼きのやぐらと鳥居）

▲ 紙漉阿原（どんど焼き） ▲ 清水新居（どんと焼き、繭玉作り、獅子舞）
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